
られてきた｡しかし､最近､古代遺跡から出土し

た動地物退体の生体成分の一部､とくに脂肪は微

虫ながら比較的安定した状態で千年､万年という

長い年月を経過しても変化しないで迫存すること

が判明した｡この脂肪を構成する脂肪酸組成と現

生動地物のそれとを比較することで脂肪の持主を

指定することができる｡しかし､これまでの予備

尖験では,猷骨に道存する脂肪酸組成のパターン

は､骨格部位ごとに異なり､食餌の影響を受ける

ことが予測された｡このことが猷骨の種の特定を

囚斑にしてきた0

本研死では､霊長類の骨格の脂肪酸を系統的に

調べ､C2長類の種ごとの脂肪酸の化学的特徴を明

らかにして詔長期の系統分校を試み､究極的に考

古学ff料の動物遺体特定のための基礎史料を得よ

うとした｡

ツパイ科､オマキザル科､オナガザル科､オラ

ウータン科等84試料の頭骨､椎骨､大腿骨､腰骨

のnrl肪酸組成を調べた｡脂肪酸組成を重回帰分析

にかけ､相関行列距離を基にした群平均法にクラ

スター分析の結果､椎骨を除く骨は種ごとに特徴

のある脂肪酸パターンを持っていた｡オナガザル

科のうち､ニホンザルとマン トヒヒは相関距離に

して0.025の近似値を持つのに対し､ニホンザル

とバクスモンキー ･グリーンモンキーのそれは､

0.別5の遠い距離にあった｡

泌乳カニクイザルにおける排卵抑制について

的多敬一郎 (名大 ･農 )

ヒトを含む詔長類のいくつかの種において､分

娩後の一定期間､性腺刺激ホルモンの分泌が強く

抑制され､月経周期が回帰しないことが報告され

てきた｡ この性腺機能の抑制にほ乳子による吸乳

刺激の銑皮や強度が重要な役割を果していること

が示唆されている｡本研究では明瞭な繁殖季節を

持たないカニクイザルとそれを持つニホンザルに

おいて､分娩後初めての繁殖時期 (季節 )におい

て性腺機能が抑制されるかどうかを調べた｡

泌乳ザルおよび非泌乳ザルを用い､ニホンザル

は9月から翌2月まで､カ.=クイザルは分娩後 1

年 (または次回妊娠が確認される)まで週 1回採

血を行い､月経の有無を血祭中プロジェスラロン

濃度の動態により判断した｡

ニホンザルでは､非泌乳群は10月中旬より血中

プロジェスラロン濃度の周期的な変動が見られた｡

各黄体相の終 りの血中ブロージェステロン浪皮の急

激な減少に対応して､月経が観察された｡すなわ

ち非泌乳群では10月中旬から繁殖季節を迎え､正

常な月経周期をくり返すことが示された｡これに

対し､泌乳群は血中プロジェスラロン沸度は実験

期間を通じて低値を示した｡全ての個体で不規則

に月経が観察されたが､血中プロジェスラロン浪

度から判断して､月経周期は明らかに回帰してい

なかった｡以上の結果から､授乳中のニホンザル

において分娩後最初の繁殖季節には月経周期は回

帰せず､排卵も抑制されることが明らかとなった｡

カニクイザルにおいても同様の分析を行ったが､

例数が少く結論が出せなかった｡

また､泌乳期の排卵の中枢抑制の機序を明らか

にする手がかりとして､LH分泌の様相を調べる

こととし､そのために必要な連続採血法の手技の

検討を行い､ほぼ確立することができた｡

C.資料提供

霊長類の唾液蛋白変異の検索

石本剛- (三重大 ･医 )

これまでヒトの唾液蛋白について屯気泳動で検

出される少なくとも11種類の遺伝培誠の存在が知

られている｡ヒト以外の霊長類ではanvlaseisoI

zymeの種眉間の高変異性やマカック唾液蛋白M

P氏p(prolinerich)の等質性の観察が報告さ

れているが､まとまった研究は未だない｡

われわれは1985年度共同利用研究を通じて､マ

カックを中心に46例の唾液試料を採取し､全般に

霊長類唾液蛋白分布がヒトのそれと非常に只なる

こと､ニホンザルを含むマカック屈における唾液

アミラーゼの著しい多型とヒトにない低分子血

cys含有蛋白の変異の存在など観察してきた｡本

年度でさらに検査試料の拡充をはかったが､再採

取を含め15試料の採取にすぎなかった｡そこで88

年度に延長して多種多様な霊長類試料入手の機会

を求め､唾液蛋白変異検索の継続を予定している｡
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